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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】引出しを押すのに過度の力が使われた場合、引
出し閉鎖動作により騒音と引出し及び家具製品への損傷
軽減する。
【解決手段】弾性的に圧縮可能な制動装置７０、及び溝
ガイド５０は、取付けブラケットに沿って配置される。
溝ガイド５０は、ガイドに沿って移動する内側部分、及
び引出しの接触片８０によって連結されるようにガイド
から延在する外側部分６２を含むスライド部材を有する
。引出しを閉鎖方向に押すと、外側引抜きレールが閉鎖
方向にスライドさせられ、引出し側面の接触片８０は、
Ｔ字型当接面を介して外側部分６２の傾斜端末６３に係
合する。すると内側部分が溝ガイド５０内で移動し、制
動装置７０ののロッドが円筒体内に押し込まれて、制動
装置を長手方向に圧縮させる。この為、スライド部材は
溝ガイド５０内を制動装置７０の弾性に抗して移動し、
引出し閉鎖動作の減速をもたらす。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　引出しアセンブリであって、
　引出しと、家具製品の引出しをスライドして開け閉めするためのスライドガイドレール
システムと、を備え、
　前記引出しは、引出し側面部材（２）を含み、
　前記スライドガイドシステムは、前記引出しを家具製品に固定するための取付けブラケ
ット（１０）を含み、前記取付けブラケットは、中間レール（３０）を受容するための固
定レール（２０）を有し、前記中間レールは、前記固定レールに対して前後にスライド可
能であり、外側引抜きレール（４０）は、動作可能に前記引出しに取り付けられかつ前記
中間レール及び前記固定レールに対して前記中間レール上で前後にスライド可能であり、
　接触片（８０）は、前記引出し側面部材上に設けられ、
　制動装置（７０）及び溝ガイド（５０）は、前記固定レール（２０）に近接し前記取付
けブラケット（１０）に沿って配置され、前記制動装置は弾性的に長手方向に圧縮可能で
あり、前記溝ガイドはスライド部材（６０）を有し、
　前記スライド部材（６０）は、前記溝ガイド内で移動する内側部分（６１）と前記引出
し側面の接触片（８０）に接触可能なように前記溝ガイドから延在する外側部分（６２）
とを有し、前記内側部分は、内側に押されてダンピングを与える前記制動装置（７０）の
端に位置し、
　当該アセンブリを閉鎖動作の間、前記引出しと前記外側引抜きレール（４０）との両方
は引出し閉鎖方向にスライドさせられるようになり、前記引出し側面の接触片（８０）が
前記スライド部材の前記外側部分（６２）に達して係合すると、前記スライド部材（６０
）は前記制動装置（７０）の弾性に抗して前記溝ガイド（５０）内を移動して引出し閉鎖
動作の減速をもたらす、
　ことを特徴するする引出しアセンブリ。
【請求項２】
　前記引出し側面部材（２）が、カバー片（２Ａ）及び支持ブラケット（２Ｂ）を備え、
前記カバー片は、前記支持ブラケットに適合していることを特徴とする請求項１に記載の
引出しアセンブリ。
【請求項３】
　前記引出し側面の接触片（８０）が、前記スライド部材の前記外側部分（６２）に係合
可能であるように引出し側面の前記支持ブラケット（２Ｂ）の底面に取り外し可能に付け
られることを特徴する請求項２に記載の引出しアセンブリ。
【請求項４】
　前記引出し側面の接触片（８０）が、連結部（８１）及び接触部（８２）を備え、前記
連結部は、前記接触片を前記支持ブラケット（２Ｂ）に取り外し可能に取り付けるための
ものであり、前記接触部は、前記スライド部材の前記外側部分（６２）に係合するための
ものであることを特徴とする請求項２または請求項３に記載の引出しアセンブリ。
【請求項５】
　前記引出し側面の接触片の前記接触部（８２）が、前記スライド部材の前記外側部分（
６２）に係合可能なほぼＴ字型の当接面（８６）をさらに備えることを特徴する請求項４
に記載の引出しアセンブリ。
【請求項６】
　前記制動装置（７０）が、円筒体（７１）及び前記制動装置が圧縮時に前記円筒体の中
に押し込み可能なロッドを備え、前記ロッドの先端部は、前記スライド部材の前記内側部
分（６１）の中に位置することを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載の引出
しアセンブリ。
【請求項７】
　前記制動装置（７０）が、流体ダンパーであることを特徴とする請求項１から６のいず
れか１項に記載の引出しアセンブリ。
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【請求項８】
　前記溝ガイド（５０）が、前記開口側面及び長手方向の開口端部を有するＵ字型溝であ
り、
　前記スライド部材の前記外側部分（６２）は、前記溝ガイドの開口側面を通して外側に
延在し、かつ、前記スライド部材の前記内側部分（６１）は、長手方向の開口端部を通し
て前記制動装置（７０）の端部を受容することを特徴とする請求項１から７のいずれか１
項に記載の引出しアセンブリ。
【請求項９】
　前記スライド部材の前記内側部分（６１）が前記制動装置（７０）の前記端面を受容す
るための孔をさらに備えることを特徴とする請求項１から８のいずれか１項に記載の引出
しアセンブリ。
【請求項１０】
　前記固定レール（２０）が、前記固定レールの上面に位置するストッパータブ（２１）
をさらに備え、
　前記スライドタブが、前記溝ガイド（５０）内で前記スライド部材の後方移動リミット
に対して前方にあることを特徴とする請求項１から９のいずれかに記載の引出しアセンブ
リ。
【請求項１１】
　前記ストッパータブ（２１）が、Ｃ字型タブであることを特徴とする請求項１０に記載
の引出しアセンブリ。
【請求項１２】
　前記外側引抜きレール（４０）が、前記固定レールの前記ストッパータブ（２１）に係
合可能な前記ストッパー片（４４）をさらに備えることを特徴とする請求項１０または１
１に記載の引出しアセンブリ。
【請求項１３】
　引出しアセンブリであって、
引出しと、家具製品の引出しをスライドして開け閉めするためのスライドガイドレールシ
ステムと、を備え、
　前記引出しは、前記引出しのボトムパネル（４）を含み、
　前記スライドガイドシステムは、前記引出しを前記家具製品に固定するための取付けブ
ラケット（１００）を含み、前記取付けブラケットは、中間レール（３００）を受容する
ための固定レール（２００）を有し、前記中間レールは前記固定レールに対して前後にス
ライド可能で、外側引抜きレール（４００）は、動作可能に前記引出しに取り付けられ前
記中間レール及び前記固定レールに対して前記中間レール上で前後にスライド可能であり
、
　接触片（８００）は、前記引出しの前記ボトムパネル（４）に設けられ、
　制動装置（７００）及び溝ガイド（５００）は、前記固定レール（２００）に近接しか
つ取付けブラケット（１００）に沿って配置され、前記制動装置は、弾性的に長手方向に
圧縮可能であり、前記溝ガイドはスライド部材（６００）を有し、
　スライド部材（６００）は、前記溝ガイド（５００）内で移動する内側部分（６１０）
と、前記引出し底面の接触片（８００）に接触可能なように前記溝ガイドから延在する外
側部分（６２０）と、有し、前記内側部分は、内側に押されてダンピングを与える前記制
動装置（７００）の端部に位置し、
　当該アセンブリを閉鎖動作の間、前記引出しと前記外側引抜きレール（４００）の両方
は、引出し閉鎖方向にスライドさせられるようになり、前記引出し底面の接触片（８００
）は、前記スライド部材の前記外側部分（６２０）に達して接触し、前記スライド部材（
６００）は、前記制動装置（７００）の弾性に抗して前記溝ガイド（５００）内を移動し
て引出し閉鎖動作の減速をもたらす、
　ことを含むことを特徴とする引出しアセンブリ。
【請求項１４】
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　前記引出し底面の接触片（８００）が、前記スライド部材の前記外側部分（６２０）に
係合可能なように、前記引出しの前記ボトムパネル（４）の底面のフロントコーナーに取
り外し可能に付けられていることを特徴とする請求項１３に記載の引出しアセンブリ。
【請求項１５】
　前記引出し底面の接触片（８００）が、連結部（８１０）及び接触部（８２０）を備え
、前記連結部は前記接触片を前記引出しの前記ボトムパネル（４）に取り外し可能に取り
付けるためのものであり、前記接触部は前記スライド部材の前記外側部分（６２０）に係
合するためのものであることを特徴とする請求項１３または１４に記載の引出しアセンブ
リ。
【請求項１６】
　前記引出し底面の接触片の前記接触部（８２０）が、後方に突出するアーム（８３０）
をさらに備え、
　前記アームの末端上の当接面（８４０）が前記スライド部材の前記外側部分（６２０）
に係合できることを特徴とする請求項１５に記載の引出しアセンブリ。
【請求項１７】
　前記引出し底面の接触片（８００）が、前記引出しを当該スライドガイドレールシステ
ムに取り外し可能に係合させるための係合手段を備えることを特徴とする請求項１３から
１６のいずれかに記載の引出しアセンブリ。
【請求項１８】
　前記制動装置（７００）が、円筒体（７１０）及び前記制動装置が圧縮時に前記円筒体
の中に押し込み可能なロッドを備え、前記ロッドの先端部は前記スライド部材の前記内側
部分（６１０）の中に位置することを特徴とする請求項１３から１７のいずれかに記載の
引出しアセンブリ。
【請求項１９】
　前記制動装置（７００）が、流体ダンパーであることを特徴とする請求項１３から１８
のいずれかに記載の引出しアセンブリ。
【請求項２０】
　前記溝ガイド（５００）が、Ｃ字型筐体を備えることを特徴とする請求項１３から１９
のいずれかに記載の引出しアセンブリ。
【請求項２１】
　前記溝ガイド（５００）が、スロット（５２０）をさらに備え、前記スライド部材の前
記外側部分（６２０）が、前記スロットを横方向に貫通するように該スロットがその長さ
に沿って配置されることを特徴とする請求項２０に記載の引出しアセンブリ。
【請求項２２】
　前記スライド部材の前記内側部分（６１０）が、前記制動装置（７００）の端面を受容
する孔をさらに備えることを特徴とする請求項１３から２１のいずれかに記載の引出しア
センブリ。
【請求項２３】
　前記取付けブラケット（１００）が、ストッパータブ（２１０）をさらに備え、前記ス
トッパータブが前記溝ガイド内で前記スライド部材（６００）の後方移動リミットより前
方になるように前記溝ガイド（５００）に近接して配置されることを特徴とする請求項１
３から２２のいずれかに記載の引出しアセンブリ。
【請求項２４】
　前記外側引抜きレール（４００）が、前記取付けブラケットの前記ストッパータブ（２
１０）に係合可能なストッパー片（４４０）をさらに備えることを特徴とする請求項２３
に記載の引出しアセンブリ。
【請求項２５】
　前記中間レール（３００）が、Ｃ字型ガイド（３１０）を備え、前記Ｃ字型ガイドは前
記取付けブラケットの前記固定レール（２００）に沿ってスライド可能で、溝片（３２０
）は前記Ｃ字型ガイドの上面に配置され、前記外側引抜きレール（４００）は、前記中間
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レールの前記溝片に沿ってスライド可能であることを特徴とする請求項１３から２４のい
ずれかに記載の引出しアセンブリ。
【請求項２６】
　前記外側引抜きレールの前記ストッパー片（４４、４４０）が、引抜きレール（４０、
４００）の前端部に向けて配置されることを特徴とする請求項１から２５のいずれかに記
載の引出しアセンブリ。
【請求項２７】
　前記外側引抜きレールの前記ストッパー片（４４、４４０）が、前記引抜きレール（４
０、４００）から取り外し可能であることを特徴とする請求項１から２６のいずれかに記
載の引出しアセンブリ。
【請求項２８】
　前記固定レール（２０、２００）及び前記外側引抜きレール（４０、４００）それぞれ
が、スライド可能な筐体をさらに備え、スライド可能な筐体は、前記中間レールを前記固
定レール上でスライド可能にして、続いて前記外側引抜きレールを前記中間レール上でス
ライド可能にする複数のローラーを有することを特徴とする請求項１から２７のいずれか
に記載の引出しアセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は引出しアセンブリに関する。
【０００２】
　より詳しくは、本発明は、家具製品において引出しをスライド可能に開け閉めするため
のスライドガイドレールシステムを有する引出しアセンブリに関する。
【背景技術】
【０００３】
　引出しガイドレールは、机またはキャビネットの引出しのような日常用、或いは、倉庫
の引出し付き収納棚、スーパーマーケットのキャッシュレジスタ、銀行取引ができる売店
のＡＴＭ、電話交換局の電子装置などの産業用として共通の構成部材である。
【０００４】
　ガイドレールシステムは、引出しを部分的または完全に開け閉めするために備えられて
おり、通常はシステムを家具製品に固定するためのブラケット、ブラケット上に取り付け
られる固定レール、引出しの側面に付けられる引抜きレール及び好ましくは固定レールと
引抜きレールとの間の中間レールからなる。一般的には固定お及び引抜きレール内に配置
されるスライド可能なローラー筐体によって、中間レールは固定レール上でスライド可能
であり、引抜きレールは中間レール上でスライド可能である。また、固定、中間及び引抜
きレールそれぞれは、一対のリミットストッパーと共に配置されるのが一般的である。各
レール素子上の各対のリミットストッパー間においてスライドローラー筐体が移動する距
離は、各レールの移動距離を規定する。
【０００５】
　この標準的なガイドレールシステムを有する引出しは、過度の力で押し込まれるまたは
閉められるとき、レール素子間及びスライド可能な筐体間の接触及び動作の結果として必
然的に大きな音をたてるだろう。また、より重要なこととして、過度の力は、この標準的
なガイドレールアセンブリの加速されたかつ自由な閉鎖動作をもたらし、これはアセンブ
リのレール素子及び家具製品に損傷を与えるだろう。
【０００６】
　それゆえ、制御され減速された引出しの閉鎖動作を可能にするガイドレールアセンブリ
が開発されて引用文献１において開示された。
【０００７】
　この従来のレールアセンブリには、取付けブラケット、固定レール、中間レール及び引
抜きレールが備えられる。上記で説明した一般的なガイドレールシステムのように、ロー



(6) JP 2011-36660 A 2011.2.24

10

20

30

40

50

ラー筐体は、中間レール及び外側引抜きレールがスライド可能になるように設けられる。
流体ダンパー及びスライド部材を有する溝ガイドは、その固定レールに近接する取付けブ
ラケットの両端部間に沿って配置される。外側引抜きレールの底面には突出部が備えられ
る。スライド部材は、溝ガイド内で移動する内側部分及び引抜きレールの突出部に接触可
能なようにガイドから延在する外側部分を備える。従来のアセンブリの様々な変形におい
て、流体制動装置ロッドの先端部がスライド部材の内側部分内または外側部分内のいずれ
かに位置する。引出し閉鎖動作中において、外側引抜きレールは引出し閉鎖方向にスライ
ドさせられるようになり、また突出部がスライド部材の外側部分に達して接触するとき、
スライド部材は流体ダンパーの弾性に抗して溝ガイド内を移動するように促され、従って
引出し閉鎖動作の減速を引き起こす。
【０００８】
　殆どのスライドガイドレールシステムの問題として、性能または機能性を落とすことな
く二重壁の引出しの側面または引出しの底面の下に納まるようにシステムが全体として最
小限の幅及び高さである必要があることから、レールシステムの素子にはかなりのスペー
スの制約がある。従って、従来アセンブリにおける引出し閉鎖動作の減速のための流体ダ
ンパー－溝ガイドの構成と相互に作用するように動作可能に備えられた素子（引抜きレー
ルの突出部）は、引抜きレールの機能に影響することなく、引抜きレールの長手方向前方
の端部に向けて適合するような小さなサイズである。
【０００９】
　この従来のアセンブリにおいて、外側引抜きレールの突出部は、小さな長方形のブロッ
クまたはＣ字型ブラケットのような２つの変形形態において設けられる。引抜きレールの
突出部の両変形形態における長手方向前方の端部は、引出し閉鎖動作の減速を開始するた
めのスライド部材の突出部に接触可能な小さな横方向への突出面を有する。言い換えれば
、この従来のアセンブリの引出し閉鎖動作の減速は小さな力吸収面、すなわち引抜きレー
ルの突出部の突出接触面によるものである。
【００１０】
　使用上、この従来のシステムは、大きいかつ／または高負荷の引出しが使用される場合
、特に引出しを押すのに過度の力が使われた場合、引出し閉鎖動作の減速に無効であるこ
とが認められている。
【００１１】
　騒音と引出し及び家具製品への損傷とに加えて、これはさらに長期的にシステムのレー
ル素子に損傷を与える結果となり、またいくつかの素子またはガイドレールシステム全体
の交換が必要になる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】馬国特許出願公開第ＰＩ２００５５６２６号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　従って本発明は従来技術の問題のいくつかまたは全てを軽減することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明の１つの態様において、引出しアセンブリは、引出し及び家具製品に設けられた
引出しをスライドして開け閉めするためのスライドガイドシステムを備える。引出しは、
引出し側面部材を含む。スライドガイドシステムは、家具製品に引出しを固定するための
取付けブラケット、中間レールを受容する固定レールを有する取付けブラケット、固定レ
ールに対して前後にスライドできる中間レール、及び引出しに動作可能に取り付けられか
つ中間レール上で中間レール及び固定レールに対して前後にスライドできる外側引抜きレ
ールを含む。接触片は引出し側面部材上に設けられる。制動装置及び溝ガイドは固定レー
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ルに近接した取付けブラケットに沿って配置される。制動装置は弾性的に長さ方向に圧縮
可能であり、また溝ガイドはスライド部材を有する。スライド部材は、ガイド内で移動す
る内側部分及び引出しの側面の接触片によって接触可能なようにガイドから延在する外側
部分を含む。内側部分はダンピングを与えるために内側に押される制動装置の一端部に位
置する。アセンブリの閉鎖動作の間、引出し及び外側引抜きレールの両方は、引出し閉鎖
方向にスライドさせられるようになる。引出しの側面の接触片がスライド部材の外側部分
に達して係合するとき、スライド部材は、制動装置の弾性に抗して溝ガイド内を移動して
引出し閉鎖動作の減速をもたす。
【００１５】
　ある実施形態では、引出し側面部材はカバー片及び支持ブラケットを備えてもよく、カ
バー片は支持ブラケットを覆うように適合する。
【００１６】
　引出しの側面の接触片は、引出しの側面の支持ブラケットの底面に取り外し可能に付け
られてもよい。引出しの側面の接触片は、連結部及び接触部を備えてもよく、連結部は、
接触片を支持ブラケットに取り外し可能に取り付けるため、また接触部はスライド部材の
外側部分に係合するためのものである。接触部は、スライド部材の外側部分に係合可能な
ほぼＴ字型の当接面をさらに備えてもよい。
【００１７】
　別の実施形態では、制動装置が、円筒体及び装置が圧縮時に円筒体の中に押し込み可能
なロッドを備えてもよく、ロッドの先端部はスライド部材の内側部分の中に位置する。
【００１８】
　ある実施形態によると、制動装置は流体ダンパーであってもよい。
【００１９】
　他の実施形態によると、溝ガイドは、開口側面及び長手方向の開口端部を有するＵ字型
溝であってもよく、スライド部材の外側部分が溝ガイドの開口側面を通して外方向に延在
し、かつスライド部材の内側部分は、長手方向の開口端部を通して制動装置の端部を受容
する。
【００２０】
　さらに他の実施形態によると、スライド部材の内側部分は制動装置の端部を受容するた
めの孔をさらに備えてもよい。
【００２１】
さらにもう１つの実施形態によると、固定レールは、固定レールの上面の適所に位置する
ストッパータブをさらに備えてもよく、ストッパータブは、溝ガイド内のスライド部材の
後方移動リミット位置に対して前方にある。ストッパータブはＬ字型タブであってもよい
。外側引抜きレールは固定レールのストッパータブに係合可能なストッパー片をさらに備
えてもよい。
【００２２】
　本発明の別の態様に従って、引出し及び家具製品の引出しをスライドして開け閉めする
ためのスライドガイドシステムを備える引出しアセンブリが設けられる。引出しは引出し
のボトムパネルを含む。スライドガイドレールシステムは、ガイドレールシステムを家具
製品に固定する取付けブラケット、中間レールを受容するための固定レールを有する取付
けブラケット、固定レールに対して前後にスライドできる中間レール、及び引出しに動作
可能に付けえられ、中間レール上で中間レールと固定レールとに対して前後にスライドで
きる外側引抜きレールを含む。接触片は引出しのボトムパネルに設けられる。制動装置及
び溝ガイドはその固定レールに近接する取付けブラケットに沿って配置され、制動装置は
弾性的に長さ方向に圧縮可能であり、また溝ガイドはスライド部材を有する。スライド部
材は、ガイドに沿って移動する内側部分及び引出しの底面の接触片によって接触可能なよ
うにガイドから延在する外側部分を含む。内側部分は、内側に押されるとダンピングを与
える制動装置の一端に位置する。アセンブリの閉鎖動作中、引出し及び外側引抜きレール
の両方は、引出し閉鎖方向にスライドさせられるようになる。引出しの底面の接触片がス
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ライド部材の外側部分に達して接触するとき、スライド部材は制動装置の弾性に抗して溝
ガイド内を移動して引出しを閉める動作の減速を引き起こす。
【００２３】
　この態様のある実施形態では、引出しの底面の接触片は、スライド部材の外側部分に係
合可能なように、引出しのボトムパネルの底面のフロントコーナーに取り外し可能に付け
られる。引出しの底面の接触片は連結部及び接触部を備えてもよく、連結部は、接触片を
引出しのボトムパネルに取り外し可能に取り付けるため、また接触部はスライド部材の外
側部分に係合するためのものである。接触部は、スライド部材の外側部分に係合可能なそ
の末端面上に当接面を有する後方に突出したアームをさらに備えてもよい。引出しの底面
の接触片は、引出しをスライドガイドレールシステムに取り外し可能に係合する係合手段
をさらに備えてもよい。
【００２４】
　この様態の別の実施形態では、制動装置が、円筒体及び装置が圧縮時に円筒体の中に押
し込み可能なロッドを備えてもよく、ロッドの先端部はスライド部材の内側部分の中に位
置する。
【００２５】
　別の実施形態では、制動装置は流体ダンパーであってもよい。
【００２６】
　この態様のある実施形態によると、溝ガイドはＣ字型筐体を備えてもよい。溝ガイドは
、スライド部材の外側部分がスロットを通して横方向に延在するようにその長さに沿って
配置されたスロットをさらに備えてもよい。
【００２７】
　この態様の他の実施形態によると、スライド部材の内側部分は制動装置の端部を受容す
るための孔をさらに備えてもよい。
【００２８】
　この態様の別の実施形態によると、取付けブラケットは、溝ガイドに近接して配置され
たストッパータブをさらに備えてもよく、ストッパータブは溝ガイド内のスライド部材の
後方移動リミット位置に対して前方にあるように配置される。外側引抜きレールは取付け
ブラケットのストッパータブに係合可能なストッパー接触片をさらに備えてもよい。
【００２９】
　この態様のさらにもう一つの実施形態によると、中間レールは、取付けブラケットに沿
ってスライド可能なＣ字型ガイド及びＣ字型ガイドの上面に配置された溝片をさらに備え
てもよく、外側引抜きレールは中間レールの溝片に沿ってスライド可能である。
【００３０】
　本発明の両態様の実施形態において、外側引抜きレールのストッパー接触片は、引抜き
レールの前端部に向けて配置されてもよい。また、外側引抜きレールのストッパー接触片
は引抜きレールから取り外し可能であってもよい。
【００３１】
　本発明の両態様の他の実施形態によると、固定レール及び外側引抜きレールそれぞれは
、中間レールを固定レール上でスライド可能にし、また次に引抜きレールを中間レール上
でスライド可能にする複数のローラーを有するスライド可能な筐体をさらに備えてもよい
。
【００３２】
　本発明の引出しアセンブリの目的は、頻繁な引出しまたはガイドレール素子の交換を必
要とせず、過度な引出し閉鎖力に耐えられる十分に堅牢な設計のアセンブリにおいて、か
なり静かで、抑制されかつ減速された引出し閉鎖動作を提供することである。
【００３３】
本発明の引出しアセンブリの設計は、引出し閉鎖動作の減速を開始する上で極めて重要な
接触片が、引出し側面部材または引出しのボトムパネルのいずれかの引出し素子に設けら
れるようにする。これは著しく改善された効率と、ガイドレールシステムの素子に損傷を
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与える可能性の減少と、をもたらすだろう。
【発明の効果】
【００３４】
　本発明は、添付する図面を参照して行われた下記の実施形態の説明によって示めされる
が、これに限定されるものはではない。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明の引出しアセンブリのある実施形態での、完全に伸張した位置における、
スライドガイドレールシステムに動作可能に係合した引出し側面部材の斜視図である（引
出しのフロント、リアおよびボトムパネルは示さない）。
【図２】図１の部分的に伸張した位置でのアセンブリの拡大斜視図である（ガイドレール
システムの固定レール及び中間レールは示さない）。
【図３】図２の位置でのスライドガイドレールシステムの分解斜視図である（引出し側面
部材は取り外されている）。
【図４】完全に引っ込められた位置での図１のアセンブリの外側斜視図である（取付けブ
ラケット垂直フランジの一部、引出し側面部材カバー及び支持ブラケットが、制動装置、
溝ガイド、スライド部材及び引出し側面の接触片の間の作用関係が見えるように取り外さ
れている）。
【図５】図４の内側者斜視図である（引出し側面部材のカバー片及び支持ブラケットは引
出し側面の接触片が見えるように取り外されている）。
【図６】図１の引出し側面部材の支持ブラケット底面から外された引出し側面の接触片を
示す図である。
【図７Ａ】図１の実施形態の引出し側面の接触片の外側斜視図である。
【図７Ｂ】図１の実施形態の引出し側面の接触片の内側斜視図である。
【図８】図１の実施形態のアセンブリの上面図であり、最初に引出しは完全に開けられた
位置で、続いて完全に閉じられた位置に押し込まれる。
【図９】図８の側面図である。
【図１０】図１の実施形態の引出しアセンブリと用いる引出し閉鎖装置を示す図である。
【図１１】本発明の引出しアセンブリの他の実施形態での、完全に伸張した位置における
、引出しのボトムパネルに動作可能に係合したスライドガイドシステムの斜視図である（
取付けブラケット垂直フランジの一部及び引出しの一部は、制動装置、溝ガイド、スライ
ド部材及び引出し底面の接触片が見えるように取り外されている）。
【図１２】部分的に引っ込められた位置における図１１のアセンブリの斜視図である（取
付けブラケット垂直フランジの一部と、引出しのサイド及びボトムパネルと、が制動装置
、溝ガイド、スライド部材及び引出し底面の接触片の作用関係が見えるように、取り外さ
れている）。
【図１３】引出しフロントパネルに対する引出し底面の接触片の位置を示す図１２の下面
図である。
【図１４】図１１の実施形態において使用するスライドガイドレールシステムの分解図で
ある。
【図１５Ａ】図１４の外側引抜きレールの底面から外されたストッパー接触片を示す図で
ある。
【図１５Ｂ】図１４の外側引抜きレール内に取り外し可能に組み立てられたストッパー接
触片を示す図である。
【図１５Ｃ】図１５Ａの上面斜視図である。
【図１６】引出しが完全に開いた位置における図１１の実施形態のアセンブリの上面図で
ある。
【図１７】図１１の実施形態のアセンブリの上面図あり、最初に引出しは完全に開けられ
た位置で、続いて完全に閉じられた位置に押し込まれる。
【図１８】図１１の実施形態の引出しアセンブリと使用する引出し閉鎖装置を示す図であ
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る。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　図１から図９は、本発明による引出しアセンブリの第１態様の実施形態を示す。この引
出しアセンブリは、引出しと、家具製品の引出しをスライドして開け閉めするためのスラ
イドガイドレールシステムと、を備える。引出しは、フロントパネル、リアパネル、ボト
ムパネル及び引出しの両側に設けられる引出し側面部材２を備える（フロント、リア及び
ボトムパネルは図示せず）。ガイドレールシステムは、引出しを家具製品に固定するため
の取付けブラケット１０と、取付けブラケット１０に取り付けられる固定レール２０と、
中間レール３０と、引出し側面部材２に堅固に固定される外側引抜きレール４０と、を備
える。固定レール２０及び外側引抜きレール４０それぞれは、中間レール３０を固定レー
ル２０上でスライド可能にし、そして順に外側引抜きレール４０を中間レール３０上でス
ライド可能にする複数のローラーを有するスライド可能な筐体（図示せず）を有する。制
動装置７０とスライド部材６０を有する溝ガイド５０とは、固定レール２０に近接する取
付けブラケット１０に沿ってその上に取り付けられる。接触片８０は、スライド部材６０
（溝ガイド５０）及び制動装置７０と動作可能に相互に作用して、引出しを閉める動作で
の減速を始める接触片８０が、引出し側面部材２上に設けられる。
【００３７】
　引出しフロントパネル、リアパネル及びボトムパネル（図示せず）は、当技術分野で一
般的に公知の通常の構造であってもよい。図１、図２及び図４から図６に示される引出し
側面部材２は「二重壁」構造で、一般的にカバー片２Ａ及び支持ブラケット２Ｂを備える
。カバー片２Ａは好ましくは金属で作られ、支持ブラケット２Ｂを覆うように適合する。
その長手方向後方の端部において、支持ブラケットは、ブラケット２Ｂ（引出し側面部材
２）を引出しのリアパネル（図示せず）に角継ぎ手５によって連結するためにネジを挿入
する穴（図示せず）を備える。支持ブラケット２Ｂは、シートメタルから、その内側部（
引出しの内側を向いているブラケット２Ｂの側面）に沿って長手方向に配置され、Ｌ字フ
ランジ２Ｃを有する開口Ｃ字状断面に形成されるのが好ましい。引出しボトムパネルは、
その側面がＬ字フランジの垂直部分に近接するようにＬ字フランジ２Ｃの水平部分に取付
け可能である。支持ブラケット２Ｂの上面はその長手方向前方の端部に向けて孔（図示せ
ず）を備える。この孔は支持ブラケット２Ｂをガイドレールシステム（外側引抜きレール
４０）に動作可能に係合するためのキャッチ（図示せず）を受容するために適切に形成さ
れる。引出し側面の接触片８０上の一対の孔８５に対応する一対の穴２Ｄが、ねじ（また
は同種）を留められるようにブラケット２Ｂの上面の前端にさらに備えられる。ここでは
図示していないが、接触片８０は、クリップまたは他のいかなる適した取付け手段を用い
て支持ブラケットにも取り付けられてもよい。
【００３８】
　図６及び図７に示すように、引出し側面の接触片８０は連結部８１及び下方に延在する
接触部８２を備える。引出し側面の接触片は連結部及び接触部を有する一体部品、または
場合により接触部が連結部に取り付けられた２つの別の部品からなることが好ましい。連
結部８１は水平フランジ８３及び垂直フランジ８４を備え、水平フランジは、連結部８１
（接触片８０）の取り外し可能な取付けのために、引出し側面の支持ブラケット２Ｂの上
面に一対の穴２Ｄに対応する２つの孔８５（ねじなどを受容するため）を、その長手方向
前方の端部に向けて有する。接触部８２は、引出し側面の支持ブラケット２Ｂの長手方向
後方の端部に向かって延在するように連結部８１の垂直フランジ８４に取り付けられる（
使用時の引出し位置に対して）。接触片８２の後面は、スライド部材６０に係合可能なＴ
字型当接面８６を備える。
【００３９】
　図１から図４は、シートメタルから垂直フランジ１１及び水平フランジ１２を備えるほ
ぼＣ断面に形成されるスライドガイドシステムの取付けブラケット１０を示す。垂直フラ
ンジ１１は、引出しが取り付けられるキャビネットまたはシャーシなどの家具製品の側面
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に固定するための多数の穴１３を有する。またその剛性を増すために、段状端部が垂直フ
ランジ１１に形成される。同様に、剛性及びサポート手段の積載量を増大させるために、
Ｃ断面の湾曲端部に切り欠きが形成される。ガイドレールシステムの固定レール２０は、
取付けブラケット１０の水平フランジ１２上に取り付けられる。制動装置７０とスライド
部材６０を有する溝ガイド５０とは、固定レール２０に近接する水平フランジ１２上に長
手方向に取り付けられる。制動装置７０とスライド部材６０を有する溝ガイド５０との両
方は、製品の引出し方向に対する前後位置において、後方に制動装置７０、そして前方に
溝ガイド５０と、互いに対して長手方向の端部から端部に位置する。制動装置７０及び溝
ガイド５０を堅固に保持するための手段として二対の型抜きメタルタブ（図示せず）が垂
直フランジ１１に設けられる。孔及びスロットを有する型抜きメタルタブ（図示せず）は
、制動装置７０及び溝ガイド５０を堅固に保持するのを補助するために取付けブラケット
１０の水平フランジ１２にも設けられる。
【００４０】
　制動装置７０は長手方向に弾性的に圧縮可能であり、装置が圧縮されたとき円筒体７１
に押し込むことができるロッド（図示せず）を有する円筒体７１を備える。ロッドの先端
部が溝ガイド５０のスライド部材６０の中に位置するように、制動装置７０が方向付けら
れる。一対の取付けブラケットは、メタルタブ及び孔に係合するための突出タブを有する
後方ブラケットと取付けブラケットの水平フランジ１２の受容スロットに係合可能な前方
ブラケットと共に、円筒体７１の長手方向の両端部に設けられる。流体ダンパーが本発明
のアセンブリの使用において好ましいが、制動装置７０にはエアーダンパーももちろん備
えることもできる。
【００４１】
　図１、図３及び図４で示す溝ガイド５０は、開口側面及び長手方向の開口端部を有する
Ｕ字型溝を有する。溝ガイド５０は制動装置７０の前に取付けブラケット１０上に取り付
けられ、開口側面が近接する固定レール２０に向けて設置される。このＵ字型溝の開口側
面は、一対の垂直ストップ面が長手方向の開口端部それぞれにおいて画定されるように、
長手方向の開口端部から嵌め込まれる。これらの垂直ストップ面の底部が、取付けブラケ
ット１０の水平フランジ１２上の受容スロット（図示せず）の中に係合される一対の連結
タブを画定する。取付けブラケット１０の垂直フランジ１１上のメタルタブ（図示せず）
の第２の対は、打ち込まれるまたは内側に押されるとき、溝ガイド５０が取付けブラケッ
ト１０上に堅固に取り付けられているように、溝ガイド５０の上面に接触する。水平向き
の内側部分６１及び垂直向きの外側部分６２を有するほぼＬ字型のスライド部材６０は、
溝ガイド５０内にスライド可能に取り付けられる。スライド部材６０の内側部分６１はほ
ぼ円断面であり、溝ガイド５０内をスライドする。内側部分６１は、制動装置のロッドの
先端部を受容するための溝ガイド５０の長手方向後方の開口端部に向けて末端孔を有する
。完全に伸張したとき、制動装置のロッドは、溝ガイド５０の内側の長さ沿って伸びる。
スライド部材の外側部分６２は、溝ガイド５０の開口側面を通して外側に伸張し、固定レ
ールの縁を突き出した傾斜末端部６３を有する。従って、スライド部材６０は固定レール
２０に沿ってかつ溝ガイド５０内でスライドできる。
【００４２】
　図１及び図３で示す固定レール２０はシートメタルから開口したＣ断面に形成される。
内側に曲げられた型抜きタブからなるストップ部は、一側または両側においてレール２０
の長手方向の端部に向けて形成される。スライド可能な筐体（図示せず）は、スライド可
能にこの固定レール２０の内側に嵌合されており、レール２０の内側のストップ部間にお
いて滑動することができるようにローラーを有する。固定レール２０の底面は取付けブラ
ケット１０の水平フランジ１２の上に溶接される。ストッパータブ２１が、組み立てられ
た制動装置７０に近接する固定レール２０の上面にさらに設けられる。このストッパータ
ブ２１は、Ｌ字型タブであり、また固定レール上の所定位置、つまり、ストッパータブ２
１は、第１にレール側端部から離れており、また第２に溝ガイド５０内のスライド部材６
０の（溝ガイド５０の長手方向後方の開口端部において）後方移動リミット位置に対して
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前方の場所に位置するのが好ましい。固定レール２０のストッパータブ２１の位置が、引
抜きレール４０の後方移動リミットを決める。
【００４３】
　さらに、引出し閉鎖装置９０もまた図１０に示めすように設けられるのが好ましい。こ
の閉鎖装置９０は、例えば引出し閉鎖方向における引抜きレール４０のスライド動作など
の引出し閉鎖動作を補助するために固定レール２０の後端部に取り付けられ、かつ外側引
抜きレール４０の底面に設けられるガイドピン４１と係合可能である。
【００４４】
　図１及び図３は、中間レール３０を示しており、この中間レールは、シートメタルから
、上及び下水平フランジと垂直ウェブとを有するほぼＩ断面または代わりに２つのＴ字を
合わせた断面に形成されている。上下フランジの曲げられた縁は互いに同じ側にあっても
よいし、または反対側にあってもよい。二対のストップ部は、下及び上フランジの上及び
下面それぞれの上に間隙を介して形成され、この場合も内側に曲げられた打抜きタブから
なってもよい。この中間レール３０はどちらの端部が前かという区別なしに取り付けられ
てもよい。また、このレール３０は、これらのタブが組み立てまたは取付け時に要求され
る方向に曲げられてもよいように、まだ曲げられていないストップ部からなる打抜きタブ
を備えてもよい。これはこのシステムの組み立て時に柔軟性をもたせ、かつ在庫用に必要
とされる部品の数を有利に減らすことができる。
【００４５】
　また、図３に示す外側引抜きレール４０は、シートメタルから開口したＣ断面に形成さ
れる。引抜きレール４０のいずれかの側面は２つのストップ部が配置されており、各スト
ップ部は、レール４０の長手方向の端部に向けて位置する。これらのストップ部は内側に
曲げられた打抜きタブからなる。Ｌ字型延伸部４２はこの引抜きレール４０の上面にカッ
トまたは形成される。この延伸部４２は、引抜きレール４０を引出しに固定するために引
出し側面部材２上の取付部に係合する。さらに孔４３が、引出し側面部材２の前方に取り
付けられたキャッチ（図示せず）に係合できるように、この引抜きレール４０の上面の前
面に（引出し方向に対して）開けられる。これは引出しを容易にかつ取り外し可能に外側
引抜きレール４０に取り付けられることを可能する。スライド可能な筐体（図示せず）は
、スライド可能にこの固定レール２０の内側に嵌合されており、レール２０の内側のスト
ップ部間において滑動することができるようにローラーを有する。固定レール２０の後端
部において引出し閉鎖装置９０と係合するために、ガイドピン４１は、引抜きレール４０
の底面に設けられる。
【００４６】
　また、図３に示すように、この外側引抜きレール４０は、その側面にその前端（引出し
方向に対する）に向かって配置されたストッパー片４４を有する。ストッパー片４４は好
ましくは取り外し可能にレール４０の底面に取り付けられる。この実施形態において、ス
トッパー片４４は一対の取付けタブ４５をその上面及び底面に有し、引抜きレール４０は
、ストッパー片の両取付けタブ４５を受容するために対応する一対の孔４６を前方端部に
有する。ストッパー片４４は、当接面４７を備えるその長手方向後方の端部を有するほぼ
長方形のブロックである。当接面４７は固定レールのストッパータブ２１と係合可能であ
る。ストッパー片４４の当接面４７のストッパータブ２１との係合が、引抜きレール４０
の後方移動リミットを決める。
【００４７】
　固定レール２０及び外側引抜きレール４０の両スライド可能な筐体（図示せず）は類似
した構造であり、かつ開口Ｔ字形状の中空の中央凹部を有するほぼ長方形の断面を有する
長い部材を備える。ローラーがＴ字の上方部及び両側部に設けられる。サイドローラーは
、中間レール３０の垂直ウェブの厚みにほぼ等しい距離だけ垂直に配置される。ローラー
の数、種類（上方ぁサイドローラーか）及び構成は、スライド可能な筐体が設計される積
載量による。また、引出し／装備のための側部の案内を提供するさらなるサイドローラー
（図示せず）が、備えられてもよく、これらのローラーができるだけ遠くに離間すると、
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より高い横方向安定性が得られる。中間レールのスライド可能な筐体の開口したＴ字型凹
部は、凹部にスライド可能に嵌合されたレールの下方フランジと共に中間レール３０が固
定レール２０上でスライド可能となることを可能にする。同様に、外側引抜きレールのス
ライド可能な筐体の開口したＴ字型凹部は、凹部にスライド可能に嵌合されたレールの上
方フランジと共に引抜きレール４０が中間レール３０上でスライド可能となることを可能
にする。適切な隙間は、アライメント及び／または組み立てを容易にするために、上方ロ
ーラーと中間レール３０の上方及び下方フランジの両方それぞれの接触面との間に設けら
れる。同様に、適切な隙間は、サイドローラーと中間レール３０の垂直ウェブの接触面と
の間に設けられる。
【００４８】
　使用上、図１、図８及び図９に示すように、引出しが完全に伸張した位置にある時、ガ
イドレールシステムの外側引抜きレール４０は完全に伸張した位置にあり、溝ガイド５０
内のスライド部材６０は、溝ガイド５０の前方垂直ストップ面に対して当接するその前方
移動リミットにある。この状態において、スライド部材の内側部分６１内に位置するその
先端部を有する制動装置７０のロッドは、溝ガイド５０の内側の長さに沿って伸張する。
外側引抜きレール４０（及び取り付けられた引出し側面部材２）は、引出しが押されて引
出し閉鎖方向にスライドさせられるようになる。続いて、引出し側面の接触片８０は、Ｔ
字型当接面８６を介してスライド部材の外側部分６２の傾斜末端部６３に係合する。同時
に、引抜きレール４０のガイドピン４１が引出し閉鎖装置９０に係合する。この状態で、
ガイドレールシステム（及び引出し）の閉鎖動作は引出し閉鎖装置９０の作動によって補
助される。引出し側面の接触片の当接面８６とスライド部材の外側部分６２の傾斜末端部
６３との係合は、溝ガイド５０内でスライドして移動するようにスライド部材の内側部分
６１を促す。スライド部材の内側部分６１のスライド動作は、順番に、スライド部材６０
の内側部分６１内に位置する制動装置のロッドが円筒体７１の中に押し込まれるように、
制動装置７０を長手方向に圧縮させる。このため、制動装置７０の復元力に対するスライ
ド部材６０のスライド動作は、引出し閉鎖動作を減速する結果となる。
【００４９】
　外側引抜きレール４０及び溝ガイド５０のスライド部材６０と係合した接触片８０を有
する取り付けられた引出し側面部材２は、引出しが完全に閉じられるまで中にスライドし
続ける。引抜きレール４０のスライド動作はその後方移動リミットで停止され、ストッパ
ー片４４の当接面４７は、固定レール２０のストッパータブ２１に係合する。この位置に
おいて、引抜きレール４０、はその後方移動リミットにあると考えられる。固定レールの
ストッパータブ２１がレール側端部から離間するに従って、引抜きレール４０がその後方
移動リミットにあって動かないようだとしても、スライド部材６０は溝ガイド５０内でス
ライド可能であり続ける。溝ガイド５０内のスライド部材６０のスライド動作は、溝ガイ
ド５０の内側の長さによって制限される。言い換えると、溝ガイド５０の前方垂直ストッ
プ面がスライド部材の前方移動リミットを決め、後方垂直ストップ面が後方移動リミット
を決める。
【００５０】
　引出しが完全に閉じたまたは押し込まれた位置にあるとき、ガイドレールシステムの外
側引抜きレール４０は、その後方移動リミットにあり、固定レールのストッパータブ２１
がそのストッパー片４４の当接面４７と係合し、またそのガイドピン４１が引出し閉鎖装
置９０と係合する状態にある。制動装置７０は、圧縮された状態（その先端部を有するロ
ッドの殆どの長さが円筒体７１の中に押し込まれたスライド部材の内側部分６１内に位置
する）であり、かつスライド部材の外側部分６２の傾斜末端部６３は、引出し側面の接触
片８０の当接面８６と係合される。引出しが引き出されると、外側引抜きレール４０（及
び取り付けられた引出し側面部材２）は引出し開放方向にスライドさせられることになり
、結果として引抜きレールのガイドピン４１は、引出し閉鎖装置から係合解除され、引出
し側面の接触片８０の当接面８６は、スライド部材の外側部分６２の傾斜末端部６３から
係合解除される。ここで、青銅装置７０は、その復元力の性質から長さ方向に圧縮解除し
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、ロッドは、その円筒体７１から押し出される。ロッドの先端部がスライド部材の内側部
分６１内に位置すると、制動装置７０の圧縮解除が、それがその前方移動リミットに至る
まで、溝ガイド５０内でのスライド部材の前方へのスライド動作を促す。
【００５１】
　図１１から図１７に示すように本発明の他の態様において、引出しフロントパネル１及
びリアパネル３、アウタープルレールのスライド可能な筐体及びガイドレールシステムの
制動装置７００の構成、並びに家具製品への取付方法は、上記で説明した第１態様と同様
である。引出し側面部材２及びボトムパネル４、取付けブラケット１００、固定レール２
００、中間レール３００、外側引抜きレール４００及びそのストッパー片４４０、並びに
この態様におけるスライド部材６００を有する溝ガイド５００の構成は第１態様の構成と
は異なる。
【００５２】
　第１態様とは対照的に、この態様における引出し側面部材２は１つのパネルを備える。
接触片８００は取り外し可能に引出しのボトムパネルの各前方コーナー（使用時の引出し
方向に対して）の底面に取り付けられる。接触片８００は引出しボトムパネル４に取り付
けられたいかなる引出し要素を備えてもよく、スライド部材６００と係合できるように、
そのフロントコーナーに後方に（使用時の引出し方向に対して）突き出す接触部８２０を
有する。ここ（図１１から図１３、図１６及び図１７）に示す好ましい実施形態において
、引出し底面の接触片８００は、引出し（引出しボトムパネル４）をガイドレールシステ
ム（外側引抜きレール４００）に、取り外し可能に係合するための係合手段を備える。係
合手段は連結部８１０及び接触部８２０を備え、一部品または場合によっては二部品すな
わち接触部が連結部に付けられたものからなるのが好ましい。連結部８１０は、引出しボ
トムパネル４のフロントコーナーでの取り外し可能な取付けのために２つの孔（ねじなど
を受容するため）を備える。接触部８２０は、それが連結部から下方に延在するように連
結部８１０に付けられ、かつ（使用時の引出し方向に対して）後方に突き出すアーム８３
０を有する。接触部のアーム８３０の末端端はスライド部材６００と係合可能な当接面８
４０を備える。
【００５３】
　図１１、図１２及び図１４に示すように、本態様の取付けブラケット１００はシートメ
タルから、Ｔ断面を有する固定レール２００から上に曲げられたＬ断面の水平フランジ１
２０の上方の自由縁を有するＬ断面に形成される。固定レール２００の高さはＬ断面取付
けブラケット１００の垂直フランジ１１０の高さよりかなり小さい。Ｔ字型固定レール２
００は、（引出し方向に対して）その長手方向後方の端部において上に折られたメタルタ
ブをさらに有し、それは、そこでスライドするスライド可能な筐体のリミットストッパー
として機能する。第１態様にあるように、取付けブラケット１００の垂直フランジ１１０
は、家具製品の側面に固定するための多数の穴１３０を備える。同様に、垂直フランジ１
１０は、この取付けブラケットの剛性及び積載量増すためにそこに形成される段のある端
及びＬ断面の曲げられた縁に切り欠きを有する。制動装置７００及びスライド部材６００
を有する溝ガイド５００は、固定レール２００に近接する取付けブラケット１００の水平
フランジ１２０上の長手方向に取り付けられる。
【００５４】
　スライド部材６００の制動装置７００及び溝ガイド５００の両方は、制動装置７００が
後方にありかつ溝ガイド５００が前方にあり、前方及び後方位置の両方が製品内の引出し
方向に関している状態で、互いに対して長手方向端部から長手方向端部に位置する。掛け
止め片（図示せず）を有する一対の孔が、溝ガイド５００を堅固に保持するためにＬ断面
の水平フランジ１２０上に設けられる。水平フランジ１２０上に制動装置７００を保持す
るために、掛け止め片（図示せず）を有する同様の孔は掛け止め穴及びタブをさらに備え
る。
【００５５】
　ストッパータブ２１０は、溝ガイド５００及びＴ字型固定レール２００に近接し、かつ
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両者の間においてＣ断面の水平フランジ上に設けられる。ストッパータブ２１０は溝ガイ
ド５００内でスライド部材６００の後方移動リミットに対して前側なるように位置する。
【００５６】
　この態様において、図１８に示めす引出し閉鎖装置９００は、その垂直フランジ１１０
と、制動装置７００及び溝ガイド５００の長手方向への配置と、の間で取付けブラケット
の水平フランジ１２０上に設けられる。第１態様と同様に、閉鎖装置９００は引出し閉鎖
動作、すなわち引出し閉鎖方向における引抜きレール４００のスライド動作を補助する。
【００５７】
　この態様の制動装置７００は、いくつかの例外を除いて第１態様のそれと殆ど同様であ
る。対応する固定タブに係合するように２つの延伸部をするリアブラケット、及び対応す
る受容孔と係合可能であるフロントブラケットの一対の取付けブラケットが、取付けブラ
ケットの水平フランジ１２０の円筒体７１０の長手方向の両端部に設けられる。流体制動
装置が本発明のアセンブリの使用において好ましいが、制動装置７００にはエアーダンパ
ーももちろん備えることもできる。
【００５８】
　この態様において、図１１、図１２及び図１４に示すように溝ガイド５００は長手方向
の開口端部５１０を有するＣ字型筐体である。長手方向のスロット５２０が溝ガイド筐体
の一側面上に設けられる。溝ガイド５００は制動装置７００の前の取付けブラケットの水
平フランジ１２０上に取り付けられ、かつスロット５２０は、近接するレール２００に向
けて配置されるように方向付けられる。溝ガイド５００の長手方向の両端部に近接して設
けられた一対の連結タブは、取付けブラケット１００の水平フランジ１２０上の対応する
受容孔に係合される。従って溝ガイド５００は取付けブラケット１００上に堅固に取り付
けられる。
【００５９】
　内側部分６１０及び外側部分６２０を有するスライド部材６００は溝ガイド５００内に
スライド可能に設置される。スライド部材６００の内側部分６１０はほぼ円形の断面を有
し、かつ溝ガイド５００内でスライドする。それは、制動装置のロッドの先端部を受容す
るための溝ガイド５００の長手方向後方の開口端部５１０に向けた末端孔を備える。完全
に伸張したとき、制動装置のロッドは溝ガイド５００の内側の長さに沿って移動する。溝
ガイド内でのスライド部材６００の前方移動リミットは溝ガイドのスロット５２０の長手
方向前方の端部によって、またその後方移動リミットはスロット５２０の長手方向後方の
端部によって画定される。
【００６０】
　図１４に示すような好ましい実施形態では、スライド部材の外側部６２０は、溝ガイド
５００の長手方向スロット５２０を横方向に貫通するＬ字のフット６３０と取付けブラケ
ットの固定レール２００に平行にかつ近接して配置されるレッグ６４０とを有するほぼＬ
字である。引出し底面の接触片８００によって接触可能な末端当接面６５０が、Ｌ字型外
側部分のレッグ６４０の前面に設けられる。Ｌ字型外側部分６２０のレッグ６４０は、溝
ガイド５００の長さに対してかなり長い長さである。支持タブ１５０は、Ｌ字型外側部分
６２０のレッグ６４０に近接し、その長手方向前方の端部に向けて（引出し方向に対して
）取付けブラケットの水平フランジ１２０上に設けられる。この支持タブ１５０は、外側
部分６２０の末端当接面６５０引出し底面の接触片８００によって係合されるときに、Ｌ
字型外側部分６２０のレッグ６４０が横方向にずれるのを防ぐ。安定突出手段（図示せず
）は、その動作を取付けブラケットの水平フランジ１２０の上面によって支持されるよう
にスライド部材の外側部分６２０の底面に設けられる。安定突出手段は単体または複数体
から成ってもよい。
【００６１】
　この態様の他の実施形態において（図示せず）、スライド部材の外側部分６２０は溝ガ
イド５００の長さと比較して比較的短い長さであってもよい。重荷重または軽（普通）荷
重用に設計された引出しの要求を満たす必要性によって、スライド部材の外側部分の長さ
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が異なる。使用時、取付けブラケット１００は引出し荷重の全重量に耐える。引出しが高
負荷である場合、固定レール２００は、巨大な負荷力を受ける。そこで、高負荷な引出し
のために設計されたガイドレールシステムにおいて、いくつかの強化角部１４０が、取付
けブラケットの垂直フランジ１１０と水平フランジ１２０とが隣接する部分に追加される
。図１４に示す上記の好ましい実施形態において説明したように、これは、制動装置７０
０－溝ガイド５００（スライド部材６００）の構成を水平フランジ１２０の長手方向前方
の端部から離間した配置、すなわち引出し底面の接触片８００に接触させるためにより長
い長さのスライド部材の外側部分の要求を必然的に伴う。
【００６２】
　軽（中）荷重の引出し用に設計されたガイドレールシステムには、取付けブラケットの
垂直及び水平フランジ１１０、１２０に隣接する部分に強化各部を配置することは必要な
い、すなわち、制動装置７００－溝ガイド５００（スライド部材６００）構成は、取付け
ブラケットの水平フランジ１２０の長手方向前方の端部に近接して配置されてもよい。従
って、より短いスライド外側部分６２０で十分（引出し底面の接触片に係合可能）であろ
う。図１４に示す実施形態は、高負荷及び低（中）負荷の両方の引出しの使用に適応でき
ることから好ましい。
【００６３】
　図１１及び図１４に示すこの態様の中間レール３００は、取付けブラケットの固定レー
ル２００に沿ってスライド可能な非対称な側面を有する開口Ｃ字型ガイド３１０と、Ｃ字
型ガイド３１０の上に配置された溝片３２０と、からなる。Ｃ字型ガイド３１０のそれぞ
れの側面の上方及び後方の端部には、型抜きアウトタブ（図示せず）があり、このタブは
、内側に延在し、固定レールのスライド可能な筐体（図示せず）の移動リミットストッパ
ーとして機能する。溝片３２０は好ましくはほぼ平面のシートメタルであり、Ｃ字型ガイ
ド３１０の上に取り外し可能に設置され、スライド可能に外側引抜きレール４００を受容
する。また、溝片３２０は、外側引抜きレール４００のスライド動作を案内し安定させる
ために各側面に段差を有して溝片３２０の各側面にショルダー３３０を画定する。この溝
片３２０の幅は、Ｃ字型ガイド３１０の幅よりもかなり広いが、外側引抜きレール４００
の幅よりは小さいことが好まししい。外側引抜きレール４００のスライド可能な筐体のリ
ミットストッパーとして機能する型抜きアウトタブは溝片３２０の上端部にも設けられる
。
【００６４】
　図１１、図１４及び図１５Ａから１５Ｄに示すように、この態様の外側引抜きレール４
００は、いくつかの例外を除いて、第１態様において説明されたものと同様の構成と機能
である。この態様において、この引抜きレール４００の長手方向前方の端部の一側は、レ
ールの上面の側部を下方向に曲げて形成された空間４８０を備える。切り込み凹部４９０
は引抜きレールの前端部の他側に設けられる。開口４６０は、下記で説明するストッパー
片４４０の弾性連結タブ４５０を受容するために、下方に湾曲した部分に近接してレール
４００の上面に設けられる。また、引抜きレール４００の上面のＬ字型延伸部４２０は、
この引抜きレール４００を引出しに固定するために引出しの裏で（図示せず）孔と係合す
る。引出しの底に設置されたキャッチ（図示せず）との係合を可能にするために、前端部
（引出し方向に対する）にこの引抜きレール４００の側面にも孔が空けられている、すな
わちこのガイドレールシステムは「底付けシステム(an undermount system)」として設計
されている。これは、引出しが容易にかつ取り外し可能に外側引抜きレール４００に取り
付けられることを可能にする。第１態様と同様に、ローラーを有するスライド可能な筐体
は引抜きレール４００内にスライド可能に嵌合される。取付けブラケット１００の水平フ
ランジ１２０上の引出し閉鎖装置９０と係合するためのガイドピン４１０は引抜きレール
４００の底面にさらに設けられる。
【００６５】
　図１４及び図１５から図１５Ｃは、その前端部に向けて（引出し方向に対して）配置さ
れた引抜きレールの底面にも設けられたストッパー片４４０を示しており、同時にストッ
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パー片４４０が好ましくは底面に取り外し可能に設置される。ストッパー片４４０は、上
面の中央に配置された弾性連結タブ４５０を有する。当接突起部４５１はストッパー片４
４０の前端部の上面に設けられ、支持突起部４５２は後方部分に設けられる。当接突起部
４５１が引抜きレールの前端の凹部４９０の前端を受け、かつ支持突起部４５２が引抜き
レールの下方へ曲げた部分の内側面に当接するのと同時に、ストッパー片の連結タブ４５
０は、引抜きレールの上面に設けられた対応する穴４６０で係合され一方で、当接突起部
４５１は、引抜きレールの前端部の凹部４９０の前端部を受け、かつ支持突起部４５２が
引抜きレールの下方へ湾曲した部分の内側面に当接する。従ってストッパー片４４０は引
抜きレール４００に堅固に付けられる。ストッパー片の４４０の長手方向後方の端面（使
用時の引出し方向に対して）は、取付けブラケットのストッパータブ２１０に係合可能な
当接面４７０を備える。ストッパー片の当接面４７０のストッパータブ２１０との係合が
、引抜きレール４００の後方移動リミットを決める。
【００６６】
　図１１、図１６及び図１７は使用において、引出しが完全に伸張した位置にあるとき、
ガイドレールアセンブリの外側引抜きレール４００は完全に伸張した位置にあり、かつ溝
ガイド５００内のスライド部材６００はその前方移動リミットにあり、溝ガイドのスロッ
ト５２０の長手方向前方の端部に当接していることを示す。この状態で、スライド部材６
００内に位置するその先端部を有する制動装置７００のロッドは、溝ガイド５００の長さ
に沿って伸びる。外側引抜きレール４００（引出しのボトムパネル４）は、引出しが押し
込まれるのと同時に、引出し閉鎖方向にスライドさせられるようになる。続いて、引出し
底面の接触片８００はスライド部材の外側部分６２０の末端当接面６５０に係合する。同
時に引抜きレール４００のガイドピン４１０が引出し閉鎖装置９０に係合する。この状態
において、ガイドレールシステム（及び引出し）の閉鎖動作は引出し閉鎖装置９０の作用
によって補助される。引出し底面の接触片８００とスライド部材の接触片８００の末端当
接面６５０との係合は、スライド部材の内側部分６１０を溝ガイド５００内でスライド可
能に移動することを促す。制動装置のロッドが円筒体７１０の中に押し込まれるにしたが
って、順に内側部分６１０のスライド動作は、順に、制動装置７００を長手方向に圧縮さ
せる。従って、制動装置７００の弾性に対するスライド部材６００のスライド動作は引出
し閉鎖動作の減速を生じさせる。
【００６７】
　外側引抜きレール４００は、引出しが完全に閉まるまで内側にスライドし続ける。スト
ッパー片４４０の当接面４７０が取付けブラケット１００のストッパータブ２１０に係合
すると、引抜きレール４００のスライド動作は後方移動リミットで停止する。この位置に
おいて、引抜きレール４００は後方移動リミットにあると考えられる。取付けブラケット
のストッパータブ２１０の位置がスライド部材の後方移動リミットに対して前方であるよ
うになっているため、引抜きレール４００がその後方移動リミットにあって動かないよう
であったとしても、スライド部材６００はスライド可能であり続ける。スライド部材６０
０の後方移動リミットは、溝ガイドのスロット５２０の長手方向後方の端部によって決め
られる。
【００６８】
　引出しが完全に閉められたまたは押し込まれた位置にあるとき、ストッパー片４４０の
当接面４７０が取付けブラケットのストッパータブ２１０と係合し、かつそのガイドピン
４１０が引出し閉鎖装置９０と係合した状態で、ガイドレールシステムの外側引抜きレー
ル４００は、後方移動リミットにある。制動装置７００は圧縮状態（スライド部材の内側
部分６１０内に配置されたその先端部とともにロッド長の殆どが円筒体７１０の中に押し
込まれる）にあり、スライド部材の外側部分６２０の末端当接面６５０は引出し底面の接
触片８００と接している。引出しが引き出されるにしたがって、外側引抜きレール４００
（引出しのボトムパネル）は、引出し開放方向にスライドさせられ、その結果、引抜きレ
ールのガイドピン４１０は、引出し閉鎖装置９０から解除し、引出し底面の接触片８００
は、スライド部材の外側部分６２０の末端当接面６５０から係合解除される。すると青銅
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ら押し出される。ロッドの先端部がスライド部材の内側部分６１０内に位置すると、制動
装置７００の復元力が、スライド部材がその前方移動リミット（溝ガイドのスロット５２
０の長手方向前方の端部）に達するまで、溝ガイド５００内のスライド部材６００の前方
へのスライド動作を促す。
【００６９】
　当業者には容易に明らかであるように、本発明は、その範囲または本質的と特質から逸
脱することなく、他の特定な形態で容易に作られる。従って、本実施形態は単に例示目的
でありかつ限定するものではなく、本発明の範囲は前述の説明によってではなく請求項に
よって示され、かつその範囲での全ての変更が包含されることが意図される。
【符号の説明】
【００７０】
２　引出し側面部材
２Ａ　カバー片
２Ｂ　支持ブラケット、ブラケット
４　ボトムパネル
１０　１００　取付けブラケット
２０　２００　固定レール
２１　２１０　ストッパータブ
３０　３００　中間レール
３１０　（開口）Ｃ字型ガイド
３２０　溝片
４０　４００　（外側）引抜きレール
４４　４４０　ストッパー片
５０　５００　溝ガイド
５２０　スロット
６０　６００　スライド部材
６１　６１０　内側部分
６２　６２０　外側部分
７０　７００　制動装置
７１　７１０　円筒体
８０　　接触片、引出し側面の接触片
８００　接触片、引出し底面の接触片
８１　８１０　連結部
８２　８２０　接触部
８３０　アーム
８４０　当接面
８６　（Ｔ字型）当接面
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